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これまで詳細不明だった定家本の全貌を、高精細カラー版で初公開！

定
家
本
の
真
の
姿

�

公
益
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
調
査
主
任　

藤
本
孝
一

藤
原
定
家
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
何
回
も
源
氏
物
語
を
書
写

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
青
色
の
表
紙
を
付
け
て
校
訂
し
た

写
本
が
「
青
表
紙
本
」
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち
が
読
ん
で
い
る

源
氏
物
語
の
元
に
な
っ
て
い
る
。
定
家
本
の
う
ち
原
本
が
遺

さ
れ
て
い
る
の
は
『
花
散
里
』『
行
幸
』『
柏
木
』『
早
蕨
』
の

僅
か
四
帖
の
み
で
あ
る
。
重
要
美
術
品
『★
行
幸
』・
重
要
文
化

財
『
早
蕨
』
は
、
初
め
て
の
影
印
刊
行
で
あ
り
、
し
か
も
『
行

幸
』
は
、
個
人
蔵
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
回
、
高
精
細
原
寸
カ
ラ
ー
版
で
こ
の

二
帖
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
原
本
は
墨
筆
が
主
で
わ
ず
か
な
朱
合
点
だ
け
で
あ
る
の

に
、
な
ぜ
カ
ラ
ー
版
な
の
か
。
定
家
本
の
ほ
と
ん
ど
は
右
筆

書
き
で
あ
る
が
、
校
訂
や
な
ぞ
り
書
き
は
自
ら
し
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
筆
跡
そ
の
も
の
が
重
要
に
な
る
。
筆
の
濃
淡
や

墨
色
の
違
い
を
検
討
で
き
る
の
は
高
精
細
カ
ラ
ー
版
し
か
な

い
。
定
家
本
の
真
の
姿
を
、本
書
か
ら
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

★
『
行
幸
』
は
、
新
た
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
２
０
１
８
年
４
月
）

●定家本源氏物語『行幸』（国所蔵・文化庁保管／重要文化財）、『早蕨』（個人
蔵／重要文化財）の二帖を、高精細原寸カラー版で収録する。

●詳細な解題を収載し、これまで未紹介の参考史料として、藤原定家による
大原野行幸の儀式次第書『大原野行幸次第』（個人蔵）の全文翻刻を付載する。

内
容
見
本

※扇面の図版は『行幸』冊子箱の蓋（本書参考図版）より

★
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、
新
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重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！
（
２
０
１
８
年
４
月
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★

重要文化財

重要文化財　定
て い

家
か

本
ぼ ん

源
げ ん

氏
じ

物
も の

語
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行
み ゆ き
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蕨



＊
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
図
版
は
宣
伝
用
の
簡
易
印
刷
で
す
。

『行幸』表紙の題簽「見遊幾」　前田育徳会尊経閣文庫所蔵の定家
本『花散里』『柏木』の題簽と同じ料紙に、同筆で書かれており、
この三帖は一具であったと思われる（本書「解題」参照）。『行幸』表紙

定家本源氏物語とは　藤原定家筆本として伝わったが、現在では、定家が直接監督して書写された写本と
考えられている。現存するのは、本書収録『行幸』『早蕨』の二帖と、前田育徳会尊経閣文庫所蔵『花散里』
『柏木』の、僅かに四帖のみ。定家本系統（青表紙本）源氏物語諸本の原本にあたる最重要古写本である。

【早蕨】原本原寸 【行幸】原本原寸
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